
第 3種郵便物認可 2018年 (平成30年 )
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■
デ
ン
の
国
交
樹
立
か
ら

■
５
０
年
に
な
る
の
を
記

念
し
、
関
西
を
拠
点
に
活

動
す
る
市
民
団
体

「
『
北

欧
』
福
祉
モ
デ
ル
研
究
会
」

が
企
画
し
た
。

寝
入

つ
た
子
を
優
し
い

目
で
見
守
る
添
い
寝
の
姿

や
、
赤
ん
坊
を
乗
せ
た
ベ

ビ
ー
ラ
ッ
ク
の
そ
ば
で
運

動
に
励
む
父
親
を
写
し
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で
の

一
こ
ま
、
ぐ
ず
る
子
に
食

事
を
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
す

る
場
面
な
ど
、
父
子
の
普

段
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
伝
わ

父親と子どもの日常をテーマにした写真展「スウ土「
パパたち」(京都市下京区、ひと・まち交流館京都 )

英語や

児童
ルーマニアの

ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
来
日

し
て
い
る
中
高
生
１６
人
が

‐３
日
、
京
都
市
東
山
区
の

日
吉
ケ
丘
高
と
東
山
泉
小

中
を
訪
れ
ヽ
英
語
や
茶
道

を
通
じ
て
日
本
の
児
童
や

生
徒
と
交
流
し
た
。

一
行
は
日
本
の
生
活
や

文
化
に
息
づ
く

「５
Ｓ
運

動
」

（整
理
、
整
頓
、
清

潔
、
清
掃
、
し
つ
け
）
を

学
ぶ
た
め
１０
日
か
ら
京
都

に
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の

日
は
日
吉
ケ
丘
高
で
互
い

の
国
の
文
化
な
ど
を
英
語

で
紹
介
し
あ

っ
た
後
、
東

山
泉
小
中
で
茶
道
を
体
験

一示
都
市
南
区
吉
祥
院
西
ノ
茶
屋
町
で
改
修
中
の

「日
向
地

菖

の
地
蔵
堂
で
、近
く
に
あ
る
石
塔
が
１３
日
に
移
設
さ
れ
、

地
中
調
査
が
行
わ
れ
た
。
町
内
で
は
一伯
塔
の
下
に
は
経
の
文

字
を
書
い
た
小
石
の
ほ
か
に
武
具
が
埋
ま

っ
て
い
る
と
伝
わ

っ
て
い
て
、
地
元
住
民
が
興
味
深
げ
に
作
業
を
見
守

っ
た
。

「地
域
の
文
化

大
切
に
」

南区0日向地蔵 石塔移設で調査

大乗妙典塔の下に埋まつていた小石を掘 り出す

地域住民たち (京都市南区吉祥陶

同
地
域
の
地
蔵
堂
近
く
に
あ

る
石
塔
は

「
一
字

一
石
大
乗
妙

典
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
記

録
に
よ
る
と
、
石
塔
は
■
８
５

８
年
の
建
立
で
、
７
万
字
近
く

あ
る
経
を

一
つ
一
つ
書
い
た
小

石
が
納
め
ら
れ
た
。
石
塔
と
小

石
は
明
治
時
代
に
廃
仏
毀
釈
で

行
方
不
明
に
な

っ
た
が
、
■
９

２
９
年
に
現
在
地
に
戻
さ
れ
て

い
た
。
地
元
の
西
ノ
茶
屋
町
内

会
は
約
９０
年
ぶ
り
に
地
蔵
堂
の

改
修
作
業
を
進
め
て
い
る
。

市
文
化
財
保
護
課
の
職
員
と

住
民
た
ち
が
シ
ャ
ベ
ル
や
つ
る

は
し
で
地
中
を
掘
り
進
め
る
と

直
径
４５
考
、
高
さ
１７
ち
の
石
の

容
器
が
出
て
き
た
。
中
に
は
、

「佛
」
や
要
臼

な
ど
の
字
が
墨

で
記
さ
れ
た
小
石
２
■
５
個
と

寛
永
通
宝
■
枚
が
出
て
き
た
。

近
所
の
自
営
業
稲
垣
克
己
さ

ん

（
６２
）
に
よ
る
と
、
子
ど
も

の
頃
に
地
域
の
古
老
か
ら

「鳥

羽
伏
見
の
戦
い
に
向
か
う
兵
が

一
服
す
る
場
所
で
、
敗
走
す
る

際
に
置
い
て
い
っ
た
刀
や
や
り

を
埋
め
た
と
も
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
」
と
い
う
。
　

　

　

・

だ
が
、
刀
や
や
り
は
見
つ
か

ら
ず
、
地
蔵
整
備
事
業
実
行
委

員
長
の
小
柴
美
仁
さ
ん

（５９
）

は

「武
具
は
ま
だ
ど
こ
か
に
埋

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

地
蔵
や
石
塔
は
地
域
の
文
化
と

し
て
長
く
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
語

っ
た
。

小
石
は
１４
、
‐５
日
の
午
前
１０

時
か
ら
正
午
ま
で
現
地
で

一
般

公
開
す
る
。
　

（
加
藤
華
江
）

し
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
（

ち
は
講
師
の
出

ん
か
ら
お
茶
の
藤

類
の
説
明
を
受
料

を
学
ぶ
児
童
た
セ

の
た
て
方
を
教
払

５
年
の
中
谷
並
翌

は

「
こ
つ
を
教
み

す
ぐ
に
上
手
に
お

た
」
と
感
心
し
、

ジ
ア

・
ネ
キ
ッ
わ

夕
さ
ん

（
１３
）
料震

罫

尉

立
傷

都
市
生
示
区
）
＾

遅
咲
き
の
品
種
（

員
が
案
内
す
る
「

が
始
ま

つ
た
。
”

や
黄
色
が
か

っ

ど
、
さ
ま
ざ
ま
ら

を
す
る
桜
を
来
目

が
楽
し
ん
だ
。

園
内
に
は
野
肝

ザ
ク
ラ
と
、
栽
位

「桜散歩」遅咲き130種 楽しんで

間

豫倅|  ゛

「鳥羽伏見の戦いで敗走、埋めた…」


